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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
異常な細胞分裂が起こる障害を処置または予防するための剤であって、アミノ酸配列（Ｉ
）：
　　Ｙ1Ｘ1Ｘ2Ｘ3ＷＸ4Ｘ5Ｘ6Ｘ7Ｘ8Ｙ2　　　（Ｉ）
を含むペプチドを含み、式中、
　Ｘ1はＷであり；
　Ｘ2はＹであり；
　Ｘ3はＰであり；
　Ｘ4はＭ、Ｉ、ＶまたはＬであり；
　Ｘ5はＫまたはＲであり；
　Ｘ6はＫまたはＲであり；
　Ｘ7はＨまたはＴであり；
　Ｘ8は１つ以上のアミノ酸であるかまたは不在であり；そして
　Ｙ1およびＹ2は各々不在であるかまたは（Ａｒｇ）９のいずれかであり、その結果、Ｙ

1およびＹ2のうちの少なくとも１つが存在する、
前記剤。
【請求項２】
該ペプチドの少なくともＮ末端アミノ酸およびＣ末端アミノ酸がＤ型立体配座にある、請
求項１に記載の剤。
【請求項３】
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前記配列Ｘ1～Ｘ8がＷＹＰＷＭＫＫＨＨまたはＷＹＰＷＭＫＫＨＨＲである、請求項１ま
たは２に記載の剤。
【請求項４】
前記ペプチドが配列：
　ＷＹＰＷＭＫＫＨＨＲＲＲＲＲＲＲＲＲ
を有する、請求項１または２に記載の剤。
【請求項５】
前記障害が癌である、請求項１～４のうちのいずれか１項に記載の剤。
【請求項６】
前記細胞が１種以上のＨｏｘ遺伝子を発現する、請求項１～４のうちのいずれか１項に記
載の剤。
【請求項７】
前記細胞内でＰＢＸが癌遺伝子として作用しない、請求項１～４のうちのいずれか１項に
記載の剤。
【請求項８】
細胞傷害剤または化学療法剤をさらに含む、請求項１～７のうちのいずれか１項に記載の
剤。
【請求項９】
前記処置または予防が、細胞傷害剤または化学療法剤を投与する工程をさらに含む、請求
項１～７のうちのいずれか１項に記載の剤。
【請求項１０】
請求項１～４のうちのいずれか１項に記載のペプチドを含む、細胞傷害剤または化学療法
剤の副作用を低減するための剤。
【請求項１１】
請求項１～４のうちのいずれか１項に記載のペプチドと幹細胞とを接触させる工程を包含
する、該幹細胞をエクスビボで維持または拡大する方法。
【請求項１２】
請求項１～４のうちのいずれか１項に記載のペプチドおよび薬学的に許容可能なキャリア
を含む、医薬組成物。
【請求項１３】
さらに細胞傷害剤または化学療法剤を含む、請求項１２に記載の医薬組成物。
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